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６
月

町
営
歯
科
診
療
所
開
設

12
月

国
有
鉄
道
気
仙
沼
線
全
線
開
通（
現
J
R
気
仙
沼
線
）

12
月

名
足
保
育
園
園
舎
落
成

昭
和
53
年

４
月

町
営
バ
ス
運
行
開
始

５
月

第
１
回
田
束
山
つ
つ
じ
ま
つ
り（
歌
津
音
頭
発
表
）

６
月

無
線
放
送
開
始

６
月

吉
野
沢
に
宅
地
分
譲
団
地
造
成

６
月

上
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
院
開
業

６
月

歌
津
歯
科
診
療
所（
臼
井
医
師
）開
業

６
月

宮
城
県
沖
地
震
発
生

昭
和
54
年

１
月

歌
津
町
商
工
会
館
落
成

３
月

田
束
山
及
び
海
岸
線
国
定
公
園
指
定

３
月

住
民
税
電
算
導
入

６
月

町
制
施
行
20
周
年
祝
賀
実
施

11
月

青
年
団
コ
ー
ラ
ス
全
国
青
年
大
会
最
優
秀
賞
受
賞

11
月

名
誉
町
民
に
梶
原
良
雄
翁
推
戴

12
月

町
立
港
保
育
園
園
舎
落
成

昭
和
55
年

６
月

町
長
に
佐
藤
榮
太
郎
氏
当
選

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
6，
1
5
6
人
　
　
世
帯
数
1，
2
7
1

世
帯

12
月

「
ク
リ
ス
マ
ス
低
気
圧
」
大
被
害（
被
害
額
４
億
円
）

昭
和
56
年

１
月

保
健
セ
ン
タ
ー
落
成

４
月

寄
木
・
泊
浜
・
馬
場
・
石
浜
地
区
畑
地
基
盤
整
備
事
業
実
施

４
月

学
校
給
食
共
同
調
理
場
吉
野
沢
に
移
転
新
築

９
月

集
中
豪
雨
伊
里
前
川
氾
濫
　
雨
量
2
9
5．
7
㎜

昭
和
57
年

４
月

家
政
学
院
廃
止

昭
和
47
年

４
月

学
校
給
食
パ
ン
加
工
民
間
委
託（
朝
日
堂
）

６
月

町
長
に
千
葉
雄
一
氏
当
選

９
月

歌
津
中
学
校
校
舎
落
成

10
月

歌
津
大
橋
開
通

10
月

志
津
川
消
防
署
歌
津
出
張
所
開
設

昭
和
48
年

３
月

町
道
泊
崎
半
島
線
県
道
に
昇
格

昭
和
49
年

２
月

伊
里
前
・
名
足
小
学
校
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
設（
開
校
百

年
記
念
）

７
月

上
水
道
事
業
完
成

10
月

伊
里
前
小
学
校
屋
体
・
プ
ー
ル
落
成

昭
和
50
年

９
月

ウ
タ
ツ
ギ
ョ
リ
ュ
ウ
化
石
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
6，
2
6
7
人
　
　
世
帯
数
1，
2
3
5

世
帯

昭
和
51
年

２
月

名
足
小
学
校
屋
体
落
成

３
月

町
民
憲
章
制
定

６
月

町
長
に
佐
藤
榮
太
郎
氏
初
当
選

８
月

名
足
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

９
月

町
道
払
川
線
県
道
に
昇
格

９
月

全
町
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
化

昭
和
52
年

２
月

町
花（
つ
つ
じ
）、
町
木（
ま
つ
）、
町
鳥（
か
も
め
）制
定

４
月

国
土
調
査
事
業
開
始

４
月

町
史
編
纂
に
着
手

４
月

田
束
山
経
塚
群
、
県
の
史
跡
に
指
定

４
月

伊
里
前
保
育
所
、
泊
、
港
保
育
園
が
町
立
に
な
る

学校給食パン加工民間委託（昭和47年）
ウタツギョリュウ化石国の天然記念物に
指定（昭和50年）

歌津大橋開通（昭和47年）

町営バス運行開始（昭和53年）

吉野沢に宅地分譲団地造成（昭和53年）

第1回田束山つつじまつり（昭和53年）

青年団コーラス最優秀賞受賞（昭和54年）

集中豪雨伊里前川氾濫（昭和56年）

保健センター落成（昭和56年）

国有鉄道気仙沼線全線開通
（昭和52年）

追
想
　
役
場
今
昔

南
三
陸
町
の
誕
生
は
時
代
の
要
請
と

は
い
え
「
歌
津
町
」
と
言
う
名
が
消
滅

す
る
こ
と
に
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
今
閉
町
に
当
り
役
場
の
過
去

を
振
り
返
る
と
奉
職
し
た
の
が
昭
和
16

年
９
月
26
日「
歌
津
村
給
仕
を
命
ず
る
。

日
給
60
銭
を
給
す
る
」
勿
論
無
試
験
採

用
で
し
た
。
電
話
も
村
内
に
５
台
位
で

役
場
の
機
構
も
庶
務
と
財
務
に
わ
か

れ
、
職
員
数
は
約
15
人
位
で
し
た
。
歴

代
の
任
命
権
者
は
小
沢
文
隆
氏
、
阿
部

権
之
亟
氏
、
千
葉
茂
一
氏
、
牧
野
興
次

氏
、
千
葉
雄
一
氏
、
佐
藤
榮
太
郎
氏
の

６
人
に
仕
え
昭
和
57
年
10
月
定
年
退
職

ま
で
38
年
お
世
話
に
な
り
、
こ
の
間
思

い
出
深
い
も
の
は
戦
中
召
集
令
状
や
戦

死
の
公
報
を
届
け
に
行
っ
て
家
族
に
泣

か
れ
た
こ
と
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。
戦
後
は
物
資
の
配
給
、
農
繁

託
児
所
の
開
設
、
滞
納
整
理
で
毎
日
外

勤
。
社
協
の
法
人
格
取
得
、
保
育
所
の

開
設
、
明
治
昭
和
の
津
波
犠
牲
者
施
餓

鬼
の
実
施
、
自
衛
隊
に
よ
る
名
小
校
庭

拡
張
工
事
等
の
係
を
担
当
。
又
上
下
水

道
の
新
設
と
気
仙
沼
線
開
通
祝
賀
行
事

の
計
画
、
そ
し
て
一
番
列
車
到
着
の
感

激
は
終
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で

す
。

志
津
川
町
在
住
（
伊
里
前
下
出
身
）

及
川

菊
雄
さ
ん

（1972～1981）

私
が
通
っ
た
上
沢
分
校

昭
和
か
ら
平
成
と
瞬
く
間
に
過
ぎ
70

余
年
、
激
動
の
時
代
で
あ
る
。
歌
津
に

生
ま
れ
、
歌
津
で
生
活
し
、
今
振
り
返

っ
て
見
て
一
番
の
思
い
出
は
、
幼
い
頃

の
上
沢
分
校
で
の
生
活
だ
。

「
先
生
が
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。」

歩
い
て
く
る
先
生
の
お
姿
を
見
つ
け
る

と
誰
か
が
知
ら
せ
る
。
子
供
達
は
遊
び

を
や
め
門
の
両
側
に
２
列
に
並
ん
で
待

つ
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
こ
れ

が
上
沢
分
校
の
１
日
の
始
ま
り
だ
。
１

年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の
複
式
学
級
、

し
か
も
大
人
数
で
あ
る
。
そ
こ
で
勉
強

し
た
日
々
が
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ

れ
る
。

江
島
先
生
と
い
う
男
先
生
で
、
伊
里

前
か
ら
歩
い
て
通
わ
れ
た
。
私
の
兄
弟

11
人
み
ん
な
先
生
に
教
わ
っ
た
。
先
生

は
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
し
た
教

育
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
勉
強
は
勿
論

の
こ
と
、
こ
こ
で
の
自
然
学
習
は
今
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

川
で
の
魚
と
り
、
天
神
山
で
の
遊
び
、

小
さ
な
庭
で
は
思
い
っ
き
り
遊
ん
だ
。

庭
に
は
枝
の
巻
か
れ
た
紅
葉
の
木
が
あ

り
優
し
く
日
影
を
作
っ
て
く
れ
た
。

こ
の
分
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。

（伊里前上）

佐藤 たかしさん
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essage

あ
の
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あ
の
時


